
2024 学校評価
「中間自己評価」

（2024/10/30）

サミットアカデミー長野では、開校後、半年を経過した時点で自己評価を実施しました。
今後も定期的に評価を行いながら、さらに教育環境の充実と児童・生徒の成長を促すため
の取り組みを強化し、より一層質の高い教育を提供できるよう努めて参ります。

サミットアカデミーセカンダリースクール長野
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１．学習指導や生活指導について

① 児童生徒の学ぶ意欲を引き出し、主体的に取り組む態度を育む授業を行うことが
できたか。

【具体的取組状況と成果】
各教科において、教師が一方的に知識を教え込むのではな

く、教師はファシリテーターとしての役割に徹し、生徒が主
体的に学ぶことができるような授業をすることを意識してで
きており、生徒が新しいことに挑戦し、その成果を実感する
ことができた場面も多く見られた。

Ａ:９割以上の達成状況、Ｂ:６割以上９割未満、Ｃ:２割以上６割未満、Ｄ:２割未満

【課題と改善策】
授業で求めている以上のことに挑戦しようという姿はまだ見られず、生徒自身が学

習を自主的・自発的に発展させていくところには至っていないので、主体性が真に自
分のものになるよう、今後も授業での取り組みを継続していく。また、問題解決型の
学習やプロジェクト型の学習などの授業実践ができるよう授業改善を図り、生徒の理
解度や意欲に合った学習課題や発問となるようにさらに工夫をしていく。

② 問題発見力、課題解決力、表現力、コミュニケーション能力を養う授業が展開で
きたか。

【具体的取組状況と成果】
自分で考えること、友だちと話し合うこと、発表すること、

自分の考えを表現すること、グループワークなどの機会を大
切にしてきた結果、表現力やコミュニケーション能力に大き
な成長が見られた。また、各教科の教員が協力して、強化横
断的なＳＴＥＡＭのプロジェクトにも取り組んでいる。

【課題と改善策】
問題発見力や課題解決力の育成はまだ不十分である。これらの力を養うための教授

法を研究するとともに、身近な場面や実社会、現実に触れる機会を増やすことで、生
徒が意欲的に課題に取り組み、課題発見を発見し、それを解決していくプロセスを身
につけさせたい。

B-

B
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③ 英語４技能の習得のために必要な、英語を聞き、話し、読み、書くことができる
機会を十分に用意することができたか。

【具体的取組状況と成果】
英語モジュールやサミットステージの活動を通して、生徒

が積極的に英語を使おうという場面を用意することで、英語
を聞き、読み、話す力はつけてきており、英語を使うことへ
の抵抗感もなくなり、英語の指示で次に何を行うか理解でき
るようになってきた。

【課題と改善策】
生徒の語彙力を強化するなど英語を使う環境作りをさらに進め、英語の授業では生

徒たちが常に英語を使えるようにしたい。また、英語を書く力も伸ばすため、GTEC
のような検定へのチャレンジも検討したい。英語以外の授業や活動の中でも、積極的
に英語を活用できるよう、さらに研究し工夫していきたい。

2．生徒指導について

④ 児童生徒がお互いを認め合い尊重し合える関係を築ける生活指導や学級経営を行
うことができたか。

【具体的取組状況と成果】
入学以来、仲間作りを学級経営の中心に据えて、「居心地

の良いクラス」を目指し、合意形成の難しさと大切さを探求
しながら、学級会議で話し合いながらクラス作りを進めてき
た。授業やさまざまな活動のなかでの実践を通して、多様性
を理解し、お互いを尊重し合うという基本姿勢を身につける
ことができた。

【課題と改善策】
幼さから、からかいや噂話に加え、人の悪い部分を非難したり周囲を気にせず行動

したりしてしまう面も見られる。上級生となっていくことを見据え、より良い人間関
係の構築を目指して改めて居心地の良いクラスについて考えさせるとともに、礼儀を
身につけられるように支援していきたい。

B

B-

Ａ:９割以上の達成状況、Ｂ:６割以上９割未満、Ｃ:２割以上６割未満、Ｄ:２割未満
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⑤ いじめ・暴力・ＳＮＳトラブルなどのない安心・安全な学校生活を送るための啓
発活動を行い、情報収集を行うことができたか。

【具体的取組状況と成果】
外部セミナーにも参加し最新の情報も得ながら、道徳の授

業だけでなく、他の授業や活動の際にも適宜啓発活動を行っ
ており、指導は十分に行き届いていると考えている。個人面
談も複数回実施し、教師との強い信頼関係も築くことができ
ており、様々な情報を生徒と共有することができている。ま
た、トラブル発生時には素早く対応することができた。

【課題と改善策】
今後も啓発活動と情報収集を継続して行っていく。特に SNS トラブルは把握しづら

いので、生徒からのＳＯＳを見逃すことのないよう、個人面談を定期的に行うなど生
徒とのコミュニケーションを常に取り、大きなトラブルを未然に防いでいく。

⑥ 体罰や暴言と捉えられたり、児童生徒の人権を軽視したりするような言動を行わ
なかったか。

【具体的取組状況と成果】
全教員が十分に意識している。生徒が毎日充実した学校生

活を送ることができるよう、生徒一人ひとりに対して平等に、
かつ対等な人間として接するよう心がけている。

【課題と改善策】
今後も生徒の人権の尊重に努め、すべての生徒に平等に接する。生徒によって受け

取り方が異なることもあるため、言動には細心の注意を払う。

B+

A

Ａ:９割以上の達成状況、Ｂ:６割以上９割未満、Ｃ:２割以上６割未満、Ｄ:２割未満
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3．保護者連携・地域連携について

⑦ 保護者や外部からの声に対してきちんと対応・回答することができたか。

【具体的取組状況と成果】
保護者の方からの意見や質問には、誠実に回答している。

保護者からの要望と学校の考え方との間に違いがある場合
も、まず保護者の声をしっかりと聞きながら、現状と学校の
考え方を説明し理解を求めている。また、保護者アンケート
など共有された資料には目を通し、改善が図れるように意識
している。

【課題と改善策】
保護者の方とより積極的なコミュニケーションを取り、全ての保護者の方に納得い

ただける回答や対応となるよう努力していく。

⑧ 児童生徒が地域を知り、地域とのつながりを深められる学習機会を用意すること
ができたか。

【具体的取組状況と成果】
「総合的な学習の時間」の活動を通して、三輪地区の探索

を設定することで、地域とのつながりや地域の方々との交流
の機会をつくり、今後の継続的な地域貢献活動への土台を築
くことができた。

【課題と改善策】
サミットアカデミーが地域に育ててもらえる学校となるために、サミットデーなど

を活用し、地域の課題を解決し地域に貢献できるような活動を生徒たちに目標を持た
せて取り組ませていきたい。

B

B+

Ａ:９割以上の達成状況、Ｂ:６割以上９割未満、Ｃ:２割以上６割未満、Ｄ:２割未満
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⑨ 学校や学年、学級等の情報を、保護者や地域に積極的に発信することができたか。

【具体的取組状況と成果】
学級通信を毎週発行し、保護者の方に生徒や行事の様子な

どを逐次お伝えしている。地域の方には、生徒たちの探究活
動で実際に地域の方々と触れ合うことを通して、サミットの
活動を発信している。

【課題と改善策】
地域に対しては、今後も総合的な学習でのつながりを継続しつつ、より直接的な情

報発信にも努めていきたい。保護者の方に対しては、学習範囲など学習の様子につい
ての情報も発信し、学校への理解を得られるようにしていきたい。また、SNS を用い
た生徒による外部への情報発信にも取り組んでいきたい。

4．学校安全について

⑩ 災害時の対応、不審者や防犯対策、校内での事故の防止等、安全安心な学校づく
りを推進しているか。

【具体的取組状況と成果】
緊急時対応マニュアルを作成し、職員への周知を行った。

地震や火災に備えた避難訓練を実施し、生徒からも学校での
危険な場所や危険な行動を再認識できたとの意見が得られ
た。また、校内での生徒の見守りも手厚く行っているととも
に、校外学習の際の事前の下見、生徒への安全確認も徹底し
て行うことができた。

【課題と改善策】
災害等が発生した際の職員の分担や役割を明確にしておきたい。ＡＥＤやさすまた

など非常時用器具の使用方法なども学んでいきたい。生徒たちには学校にはどのよう
な危険があるのかを改めて考えさせたい。

B+

B

Ａ:９割以上の達成状況、Ｂ:６割以上９割未満、Ｃ:２割以上６割未満、Ｄ:２割未満
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＜参考＞保護者アンケートの結果
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＜参考＞生徒アンケートの結果
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